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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 6月 4日 (2007.6.4)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 　 １ つ の 溶 接 ト ー チ か ら 互 い に 電 気 的 に 絶 縁 さ れ た 第 １ の ワ イ ヤ 及 び 第
２ の ワ イ ヤ を そ れ ぞ れ 予 め 設 定 し た 送 給 速 度 で 送 給 し 、 前 記 第 １ の ワ イ ヤ に は 予 め 設 定 し
た 第 １ の ピ ー ク 電 流 の 通 電 と 予 め 設 定 し た 第 １ の ベ ー ス 電 流 の 通 電 と を １ 周 期 と す る 通 電
を 繰 り 返 す と 共 に 、 前 記 第 ２ の ワ イ ヤ に は 予 め 設 定 し た 第 ２ の ピ ー ク 電 流 の 通 電 と 予 め 設
定 し た 第 ２ の ベ ー ス 電 流 の 通 電 と を １ 周 期 と す る 通 電 を 繰 り 返 し 、 前 記 第 １ の ワ イ ヤ 及 び
前 記 第 ２ の ワ イ ヤ と 被 溶 接 物 と の 間 に ２ つ の ア ー ク を 発 生 さ せ て 溶 接 す る 多 電 極 パ ル ス ア
ー ク 溶 接 制 御 方 法 に お い て 、
　 前 記 第 ２ の ワ イ ヤ に 、 第 1回 目 の 前 記 第 １ ピ ー ク 電 流 の 通 電 期 間 は 前 記 第 ２ の ピ ー ク 電
流 を 通 電 し 、 前 記 第 １ の ベ ー ス 電 流 の 通 電 期 間 は 前 記 第 ２ の ベ ー ス 電 流 を 通 電 し 、

前 記 第 １ 回 目 及 び 第 ２ 回 目 の 通 電 を １ 組 と し て 繰
り 返 し て 通 電 し 、
　 第 ２ の ワ イ ヤ を 通 電 す る 第 ２ の 溶 接 電 流 の 平 均 値 を 第 １ の ワ イ ヤ を 通 電 す る 第 １ の 溶 接
電 流 の 平 均 値 よ り も 小 さ く す る 多 電 極 パ ル ス ア ー ク 溶 接 制 御 方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ ３ ２ 】
　 　 【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
　 出 願 時 の 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 図 １ ５ に 示 す よ う に 、 第 １ の ワ イ ヤ Ａ １ 及 び 第 ２ の
ワ イ ヤ Ｂ １ の ピ ー ク 電 流 の 通 電 期 間 を 一 致 さ せ 、 第 ２ の ワ イ ヤ Ｂ １ に 通 電 す る パ ル ス 電 流
の パ ル ス 周 波 数 Ｆ ｂ を 第 １ の ワ イ ヤ Ａ １ に 通 電 す る パ ル ス 周 波 数 Ｆ ａ の １ ／ ｎ （ 図 １ ５ で
は ｎ ＝ ２ と し て 図 示 ） に し た 場 合 （ 即 ち 、 Ｆ ｂ ＝ １ ／ ２ × Ｆ ａ 及 び Ｂ Ｔ ｆ ＝ ２ × Ａ Ｔ ｆ ）
で あ り 、
　 １ つ の 溶 接 ト ー チ ４ か ら 互 い に 電 気 的 に 絶 縁 さ れ た 第 １ の ワ イ ヤ Ａ １ 及 び 第 ２ の ワ イ ヤ

続 い て
第 ２ 回 目 の 前 記 第 １ の ピ ー ク 電 流 の 通 電 期 間 及 び 前 記 第 １ の ベ ー ス 電 流 の 通 電 期 間 は 前 記
第 ２ の ベ ー ス 電 流 を 通 電 し 、 前 記 第 ２ 回 目 の 第 １ の ピ ー ク 電 流 （ 以 下 、 第 １ の ワ イ ヤ 第 ２
ピ ー ク 電 流 と い う ） を 前 記 第 １ 回 目 の 第 １ の ピ ー ク 電 流 （ 以 下 、 第 １ の ワ イ ヤ 第 １ ピ ー ク
電 流 と い う ） よ り も 小 さ な 値 に 設 定 し て



Ｂ １ を そ れ ぞ れ 予 め 設 定 し た 送 給 速 度 で 送 給 し 、 上 記 第 １ の ワ イ ヤ Ａ １ に は 予 め 設 定 し た
第 １ の ピ ー ク 電 流 Ａ Ｉ ｐ の 通 電 と 予 め 設 定 し た 第 １ の ベ ー ス 電 流 Ａ Ｉ ｂ の 通 電 と を １ 周 期
と す る 通 電 を 繰 り 返 す と 共 に 、 上 記 第 ２ の ワ イ ヤ Ｂ １ に は 予 め 設 定 し た 第 ２ の ピ ー ク 電 流
Ｂ Ｉ ｐ の 通 電 と 予 め 設 定 し た 第 ２ の ベ ー ス 電 流 Ｂ Ｉ ｂ の 通 電 と を １ 周 期 と す る 通 電 を 繰 り
返 し 、 上 記 第 １ の ワ イ ヤ Ａ １ 及 び 上 記 第 ２ の ワ イ ヤ Ｂ １ と 被 溶 接 物 ２ と の 間 に ２ つ の ア ー
ク Ａ ３ 及 び Ｂ ３ を 発 生 さ せ て 溶 接 す る 多 電 極 パ ル ス ア ー ク 溶 接 制 御 方 法 に お い て 、
　 上 記 第 ２ の ワ イ ヤ Ｂ １ に 、 の 上 記

上 記 第 １ 回 目 及 び 第 ２ 回 目 の 通 電 を １ 組 と し て 繰 り 返 し て 通 電 し 、
　 第 ２ の ワ イ ヤ Ｂ １ を 通 電 す る 第 ２ の 溶 接 電 流 の 平 均 値 Ｂ Ｉ ａ を 第 １ の ワ イ ヤ Ａ １ を 通 電
す る 第 １ の 溶 接 電 流 の 平 均 値 Ａ Ｉ ａ よ り も 小 さ く す る 多 電 極 パ ル ス ア ー ク 溶 接 制 御 方 法 で
あ る 。
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第 1回 目 第 １ の ピ ー ク 電 流 Ａ Ｉ ｐ の 通 電 期 間 は 上 記 第
２ の ピ ー ク 電 流 Ｂ Ｉ ｐ を 通 電 し 、 上 記 第 １ の ベ ー ス 電 流 Ａ Ｉ ｂ の 通 電 期 間 は 上 記 第 ２ の ベ
ー ス 電 流 Ｂ Ｉ ｂ を 通 電 し 、
　 続 い て 第 ２ 回 目 の 上 記 第 １ の ピ ー ク 電 流 Ａ Ｉ ｐ の 通 電 期 間 及 び 上 記 第 １ の ベ ー ス 電 流 Ａ
Ｉ ｂ の 通 電 期 間 は 上 記 第 ２ の ベ ー ス 電 流 Ｂ Ｉ ｂ を 通 電 し 、
　 上 記 第 ２ 回 目 の 第 １ の ピ ー ク 電 流 （ 以 下 、 第 １ の ワ イ ヤ 第 ２ ピ ー ク 電 流 AIp2と い う ） を
上 記 第 １ 回 目 の 第 １ の ピ ー ク 電 流 （ 以 下 、 第 １ の ワ イ ヤ 第 １ ピ ー ク 電 流 AIp1と い う ） よ り
も 小 さ な 値 に 設 定 し て
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